
中央鉱⼭保安協議会⾦属鉱業等鉱害防⽌部会【第１回】 議事要旨 
 
１．⽇ 時︓令和４年８⽉３１⽇（⽔）１４︓００〜１５︓３５ 
 
２．場 所︓ＷＥＢ会議（Teaｍs 使⽤） 
 
３．出席者︓ 

 （委   員）五⼗嵐委員、品川委員、所委員 
 （専⾨委員）⼀⼾委員、井上委員、沖部委員、坂井委員、佐藤委員、保⾼委員 

  
４．議題︓ 

（１）これまでの鉱害防⽌事業の取り組みとその実績について【報告事項】 
（２）第６次基本⽅針策定に係る検討について【審議事項】 
（３）その他 

 
５．議事概要 
  会議冒頭、所委員を部会⻑として選任 

 事務局から、【資料３】及び【資料４】について説明。 
 
（委員からの主な意⾒） 
 義務者不存在の鉱害防⽌⼯事が進んでない。⾃治体の財政事業が厳しいという要因もある。引き続き予

算確保等をお願いしたい。 
 鉱害防⽌⼯事において、当初計画と実績⾒込みの乖離の原因を教えていただきたい。 
 坑廃⽔処理において、年間処理量の計算⽅法・考え⽅等について教えていただきたい。 
 中和殿物の減容化について、有効⾦属の回収、埋め戻し材への活⽤、ガイダンスの整備等をお願いしたい。 
 利⽔点等管理について、地元住⺠・⾃治体等との関係が重要。国は利⽔点等管理に積極的に関与して

いただきたい。また、義務者存在・不存在にかかわらず進めていただきたい。 
 レジリエンスの強化について、ハード⾯の他、ソフト⾯も重要であり、事前に⼤⾬等未処理放流になったとき

など、利⽔点等管理の考え⽅を踏まえるとよいのではないか。 
 坑廃⽔処理において、AI、IT、ドローン等、新しい技術導⼊に向けた予算確保やガイダンスの整備等をお

願いしたい。 
 

 ＪＯＧＭＥＣから、【資料５】について説明。 
 事務局から、【資料２】の他、事務的な連絡事項について説明。 

以上 

問合せ先            
産 業 保 安 グ ル ー プ 
鉱⼭・⽕薬類監理官付 
電話︓03-3501-1870 
FAX︓03-3501-6565 


